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１ はじめに 

 

 この報告書は、「首都大学東京理工学研究科教育改革推進事業」として、平成

２６年度に実施した 

「数理科学を基盤とした理工横断型人材育成システム」 

の成果をまとめたものです。本事業は、首都大学東京理工学研究科の数理情報

科学専攻、電気電子工学専攻、機械工学専攻の３専攻が連携・協力して実施す

るもので、平成２１〜２３年度に実施した文部科学省の組織的大学院教育改革

推進事業「理工横断型人材育成システムの再構築」、および平成２４～２５年度

に実施した首都大学東京教育改革推進事業「数理科学を基盤とした理工横断型

人材育成システム」の後継事業として、理学と工学という異なる基盤をもった

学生たちの実践的な交流を通じ、「理学的発想・アプローチ」と「工学的発想・

アプローチ」の双方を理解できる人材の育成を目標としています。 

 

 過去５年間の文部科学省・首都大学東京の事業の成果をふまえ、理工学研究

科の事業として実施した平成２６年度は、 

 ・ＧＰアシスタント活動（理工数学相談室・マスクリニック） 

 ・理工横断セミナー 

 ・数電機シンポジウム（Mathematics in the Real World 6） 

を継続していく体制を整えました。その他に、数電機連携・横断プロジェクト

活動や特別連携セミナー企画なども行いました。これらの活動が、数理情報科

学専攻、電気電子工学専攻、機械工学専攻の枠にとどまらず、今後の理工交流

活動の土台となることを願ってやみません。 

 

平成２７年４月２０日 

 

実施代表者：倉田和浩（数理情報科学専攻）  
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２ 事業の概要 

 

（１）ＧＰアシスタント活動 

 

 「理工数学相談室（１号館２０６室）」は毎週月・火・水・金曜の５限、「マ

スクリニック（８号館６階ＥＶ前）」は毎週木曜の４・５限の時間帯に、それぞ

れ３〜４名のＧＰアシスタントを配置し、主に学部学生を対象に、数学・電気・

機械科目の質問に答えています。また、ＧＰアシスタントがテーマを絞り、使

える数学の解説を行う自主企画（図書館のプレゼンテーションルーム）も好評

です。ＧＰアシスタントの交流、専門知識の復習、コミュニケーション能力・

企画力の向上を図るとともに、全学の理系共通基礎科目教育にも貢献するプロ

グラムです。 

 

（２）理工横断セミナー 

 

 理学と工学という異なる基盤をもった学生たちが、他分野の学生・教員に対

して発表を行い、自由に討論する「理工連携セミナー」（半期５回）と、産業界

での数理科学の活用例に触れる「理工キャリアパスセミナー」（半期３回）を実

施しています。他専攻の大学院生との交流、他分野の発想・アプローチの理解、

コミュニケーション・プレゼンテーション能力の向上、就業力の養成を図るプ

ログラムであり、数理情報科学専攻・物理学専攻・生命科学専攻・電気電子工

学専攻・機械工学専攻の専攻科目となっています。 

 

（３）数電機シンポジウム 

 

 「Mathematics in the Real World」と題し、数理科学と工学の連携をテーマ

として、さまざまな分野で活躍している講演者を招待し、毎年１回開催してい

るシンポジムです。数理情報科学専攻、電気電子工学専攻、機械工学専攻のみ

にとどまらず、学生を交えた理工横断的な研究交流の場となっています。 

 

（４）その他 

 

数電機連携・横断プロジェクト活動や数電機特別連携セミナー・理工連携特別

講演会などの企画も行っています。 
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３ 平成２６年度実施報告 

 

 平成２６年度の数電機連携プログラム推進室メンバーは、以下の通りです。 
 

    倉田和浩  （数理情報科学専攻、実施代表者） 

    澤野嘉宏  （数理情報科学専攻） 

    杤久保文嘉 （電気電子工学専攻） 

    相馬隆郎  （電気電子工学専攻） 

    水沼博   （機械工学専攻） 

    小口俊樹  （機械工学専攻） 

    長谷和徳  （機械工学専攻、ウェブ担当） 
 

 各学期のプログラム開始時に、「数電機ＧＰ履修ガイダンス」を開催し、ＧＰ

アシスタントの募集や担当者による理工横断セミナーの説明などを行いました。 
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（１）ＧＰアシスタント活動 

 

 前期は数理情報科学専攻１３名、物理学専攻１名、電気電子工学専攻１名と

機械工学専攻２名の計１７名、後期は数理情報科学専攻１２名、物理学専攻１

名と機械工学専攻２名の計１５名をＧＰアシスタントとして採用し、 

  ・理工数学相談室（月、火、水、金の５限、１号館２０６室） 

  ・マスクリニック（木４・５限、８号館６階エレベーター前） 

を運営しました。これらの活動は、微分積分・線形代数の授業や、正門・イン

フォメーションギャラリーに設置した掲示板により、学生に対する周知を行い

ました。相談者は学部１・２年生、相談内容は理系共通基礎科目が中心で、利

用者数は以下の通りです。 

         理工数学相談室 マスクリニック 

      前期   １５３      ７７ 

      後期   １３４      ４１ 

      合計   ２８７     １１８ 

 ＧＰアシスタント自身、各自それぞれが工夫しながら教えることで自分の知

識や理解の確認が深まったという感想が多かったです。利用者にはリピーター

も多い一方で、試験期間前以外では利用者が若干少なく、特にマスクリニック

の後期相談者が減少する傾向があり、今後の課題といえます。 

 また、１１月１８日(火)昼休み、図書館プレゼンテーションルームにおいて、

ＧＰアシスタントの自主企画「微分積分・中間対策レクチャー」を開催しまし

たが、時期がタイムリーだったせいもあり、参加者は７０名程度と大盛況でし

た。ＧＰアシスタントならではの企画と分かりやすい解説の評判がよかったよ

うです。 
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（２）理工横断セミナー 

 

 前期は数理情報科学専攻４名、電機電子工学専攻１１名、機械工学専攻１名、

合計１６名が履修しました。理工連携セミナーは数理情報科学専攻の赤穂まな

ぶ先生による講演のあと、毎回学生数名による口頭発表を行いました。口頭発

表では各自が普段どのような研究に取り組んでいるか（プラズマ電気分解、超

伝導、コンパイラの作成、整数論など）を専門外の聴衆にも分かりやすいよう

にプレゼンを工夫し発表を行っていました。ただ、工学系の学生がパワーポイ

ント等を用いて図や写真を取り入れて発表していたのに対し、数学系の学生は

板書による発表という昔ながらのスタイルを貫き、ある意味対照的でとても面

白い異分野交流ができたのではないかと思われます。また工学系の学生の発表

の中にも所々数理科学的な話題が見え隠れするなど、これからの新しい交流が

期待されました。 

 理工キャリアパスセミナーは、赤堀善信氏（オリンパスソフトウェアテクノ

ロジー）、上柳勝道氏（富士電機株式会社）、原田高志氏（NEC 研究企画本部）

に講演をお願いしました。様々な業種（プログラマー、センサーの開発、回路

設計とノイズ処理など）の方々から、実際に現場で学生時代に学んだことをど

のように用いているか、もしくは現場に出ていかに学生時代に学んだことが重

要だったことに気が付いたかなど、とても貴重な講演を聴くことができ学生た

ちにも大変好評でした。 

 

 後期は、理工連携セミナーは数理情報科学専攻の高桑昇一郎先生による講演

は実施されたが、電気電子工学専攻１名の履修希望者しかおらず、履修希望者

と相談の上、授業の趣旨を鑑みてやむを得ず、開講しないこととなりました。

後期は履修者が減る傾向があり、今後の課題です。 

 

（３）数電機シンポジウム 

 

 平成２６年度首都大学東京傾斜的研究費学長裁量枠ミニ研究環「結合非線形

システムのパターン形成と制御」との共催で、平成２７年３月１６日（月）、首

都大学東京南大沢キャンパス国際交流会館大会議室にて、「数電機シンポジウム

（Mathematics in the Real World 6）」を開催しました。学内外から３０名程度
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の出席者で、積極的な質疑応答もあり、有益な研究交流の場になりました。 

 

（４）その他 

(a) 数電機連携・横断プロジェクト： 

理工学研究科の共通科目にもなっていますが、今年度は、前期に一件「計算機

シミュレータを用いた数値解析力の育成」(内田 諭先生、電気電子工学専攻)

と後期に一件「並列処理による大規模数値解析の実践力育成」（鈴木敬久先生、

電気電子工学専攻）が開講されました。 

連携プロジェクト「計算機シミュレータを用いた数値解析力の育成」では、

電気電子工学専攻の学生１０名、機械工学専攻の学生３名の計１３名の大学院

生の参加があり、COMSOL Multiphysics を用いた利用講習会、グループ学習

および成果発表が活発になされた。 

連携プロジェクト１「並列処理による大規模数値解析の実践力育成」では、

大規模な画像処理・コンピュータシミュレーション・実験データ処理・ビッグ

データ解析において計算パフォーマンスの改善に興味がある、または実際にボ

トルネックを感じていて解決方法の糸口を知りたい大学院生に対して,(GPGPU)

を用いた超並列演算のテクニックを教授する事を目的とし、実践的なプロジェ

クトを実施した。結果として大学院生４名（電気工学専攻１名,機械工学専攻３

名）が参加した。このプロジェクトでは各回に超並列計算の基礎となる簡単な

課題を与え、修得度合いを確認しながら進行を行った。結果として参加者全員

が熱心に課題をこなしながら、並列演算の基礎を身につけたと思われる。 

(b) 数電機特別連携セミナー、理工連携特別講演会など； 

以下の特別企画も行い、広く周知し、多くの分野の教員・大学院生の参加があ

り、活発な質疑応答がなされ、有意義な交流の場となった。 

■数電機特別連携セミナー： 

・７月３０日(水) 西森 拓氏（広島大学・理・数理分子生命科学 ）：アリの

採餌行動における意思決定と揺らぎ 

・１２月１３日(土) 鈴野 浩大氏(明治大学・先端数理科学研究科)：「人の流

れ」の数理: クラウドダイナミクスにおけるパターン形成 

■理工連携特別講演会 

・１１月２６日（水）石井志保子氏（東京大学・数理科学研究科 ）：弧空間と

その応用ーーNash 問題顛末記ともうひとつの流れーー 
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 ４ 平成２６年度会計報告 

 

（１）予算 

 

   理工学研究科教育改革推進費：      １，０００，０００円 

    数理情報科学専攻学生経費：        ５００，０００円 

              合計：      １，５００，０００円 

 

（２）決算 

 

   人件費：ＴＡ雇用            １，３５７，０００円 

   キャリアパスセミナー等講師謝金        ５５，０００円 

   図書費                    １１，０３１円 

   合計：                 １，４２３，０３１円 
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５ 資料編 

 

（１）平成２６年度ＧＰアシスタント募集要項・・・・・・・・・・・・１０ 
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（５）数電機シンポジウムパンフレット・・・・・・・・・・・・・・・２２ 
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 平成２６年度前期ＧＰアシスタント採用者一覧： 

 

 氏名          所属専攻   学年  指導教員  担当教員 

池田 崇        数理情報科学 修士１年 内山成徳  澤野嘉宏 

片山潤哉        数理情報科学 修士１年 内田幸寛  澤野嘉宏 

漁野康紀        機械工学   博士１年 小口俊樹  澤野嘉宏 

中川拓也        機械工学   修士１年 長谷和徳  澤野嘉宏 

香川勇気        数理情報科学 修士１年 倉田和浩  澤野嘉宏 

児玉 俊        数理情報科学 修士１年 倉田和浩  澤野嘉宏 

後藤ゆきみ       数理情報科学 修士１年 倉田和浩  澤野嘉宏 

黒田基紀        数理情報科学 修士１年 黒田 茂  澤野嘉宏 

大野晋司        数理情報科学 博士２年 酒井高司  澤野嘉宏 

ステファン・ホロホリン 数理情報科学 博士３年 酒井高司  澤野嘉宏 

森下壮一        数理情報科学 修士１年 津村博文  澤野嘉宏 

白輪地渓悟       数理情報科学 修士１年 神島芳宣  澤野嘉宏 

小野孝介        電気電子工学 修士１年 須原理彦  澤野嘉宏 

渡邊秀貴        物理学    修士１年 堀田貴嗣  澤野嘉宏 

伊藤拓馬        数理情報科学 修士２年 津村博文  澤野嘉宏 

赤江修治        数理情報科学 修士２年 服部久美子 澤野嘉宏 

村本峻介        数理情報科学 修士２年 村上 弘  澤野嘉宏 

 

平成２６年度後期ＧＰアシスタント採用者一覧： 

 

 氏名          所属専攻   学年  指導教員  担当教員 

池田 崇        数理情報科学 修士１年 内山成徳  澤野・倉田 

片山潤哉        数理情報科学 修士１年 内田幸寛  澤野・倉田 

漁野康紀        機械工学   博士１年 小口俊樹  澤野・倉田 

中川拓也        機械工学   修士１年 長谷和徳  澤野・倉田 

香川勇気        数理情報科学 修士１年 倉田和浩  澤野・倉田 

児玉 俊        数理情報科学 修士１年 倉田和浩  澤野・倉田 

黒田基紀        数理情報科学 修士１年 黒田 茂  澤野・倉田 

大野晋司        数理情報科学 博士２年 酒井高司  澤野・倉田 
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ステファン・ホロホリン 数理情報科学 博士３年 酒井高司  澤野・倉田 

森下壮一        数理情報科学 修士１年 津村博文  澤野・倉田 

野本統一        数理情報科学 修士１年 赤穂まなぶ 澤野・倉田 

渡邊秀貴        物理学    修士１年 堀田貴嗣  澤野・倉田 

伊藤拓馬        数理情報科学 修士２年 津村博文  澤野・倉田 

赤江修治        数理情報科学 修士２年 服部久美子 澤野・倉田 

村本峻介        数理情報科学 修士２年 村上 弘  澤野・倉田 
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